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Boehringer Ingelheim社と Veeva Systems【NYSE:VEEV】(本社 : カリフォルニア州プレ

ザントン、日本法人 本社 : 東京都渋谷区、日本法人代表取締役 : Sebastian Bather、以

下 Veeva) は、 Boehringer Ingelheim社が画期的な治療を迅速に提供できるよう、エンド

ツーエンドのプロセスとシームレスな情報共有を推進するために、Veeva Development 

Cloud を採用したことを発表しました。研究開発主導型の大手バイオ医薬品企業である

Boehringer Ingelheim社は、人と動物の生活を向上させる画期的な治療の開発と、アンメット

メディカルニーズが高い領域におけるイノベーションによる価値の創出に取り組んでいます。

同社は、クリニカル、レギュラトリー、品質マネジメントにわたるデータやプロセスを企業向けの

単一のクラウドプラットフォーム上に統合することにより、アジャイルなコラボレーションによる新

薬開発を迅速化させるため、コネクテッドテクノロジー環境の構築を目指します。(本リリース

は、Veeva米国本社が発表した報道資料の抄訳です。原文はこちらからお読みいただけま

す。) 

原文： https://www.veeva.com/resources/boehringer-ingelheim-selects-veeva-

development-cloud-worldwide-to-bring-innovative-therapies-to-patients-faster/ 

 

Boehringer Ingelheim 社：Veeva Development Cloud を全世界で採用 

画期的な治療を患者様へ迅速に提供可能に 

～ Veeva Development Cloudを活用して、新薬開発を迅速化するための 

アジャイルなコラボレーションの実現に向けてコネクテッドテクノロジー環境の構築を目指す 

アンメットメディカルニーズをよりよく理解して対処するために、 

複雑さの低減と革新的なデジタル文化の醸成に重点を置いて変革を推進 ～ 

http://www.boehringer-ingelheim.com/
https://www.veeva.com/jp/products/development-cloud/
https://www.veeva.com/jp/products/development-cloud/
https://www.veeva.com/resources/boehringer-ingelheim-selects-veeva-development-cloud-worldwide-to-bring-innovative-therapies-to-patients-faster/
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この変革は、Boehringer Ingelheim社のメディカルエクセレンスイニシアティブの一環で、テク

ノロジーを利用して「One Medicine Platform」を構築し、開発業務プロセスやデータを一元化

されたプラットフォーム上に統合することを目指します。Veevaのテクノロジーはこのビジョンの

実現を支援します。Veeva Development Cloud により、同社の IT インフラストラクチャはさら

にスリム化され、より一貫したユーザーエクスペリエンスが提供され、情報へのアクセスや部門

間のコラボレーションが容易になります。 

Boehringer Ingelheim社のグローバル臨床開発／クリニカルオペレーション担当シニアバイ

スプレジデントである Uli Brödl氏は、次のようにコメントしています。「当社はパートナーシップ

を通じた医療の発展を信じています。このジャーニーに乗り出すことで、患者様の生活に前向

きな影響を与える能力の向上につながるものと大いに期待しています。Veeva Development 

Cloudにより、さまざまな部門のチームが協業を強化し、データや知見を活用し合いながら、

業務のやり方を改善できるようになるでしょう。」 

Boehringer Ingelheim社は、Veeva Development Cloudの一部として、Vault CDMS、

Vault CTMS、Vault eTMF、Vault Study Start-up、Vault Paymentsで臨床開発の迅速

化、Vault Registrations、Vault Submissions、Vault Submissions Publishing、Vault 

Submissions Archiveで薬事業務のスリム化、Vault QMS、Vault QualityDocsで品質マ

ネジメントプロセスの簡素化を図ります。また、Veeva Digital Trials Platformの導入も開始

し、Veeva Site Connectを使用してパートナーや試験実施医療機関との情報フローを自動

化します。 

Boehringer Ingelheim社のシニアバイスプレジデント兼 IT・医薬開発本部長である Thomas 

Reith氏は、次のようにコメントしています。「Veevaの次世代クリニカルデータマネジメント／

オペレーション用アプリケーションを薬事業務と品質マネジメント業務で利用することにより、部

門の枠を超えた継続的な改善が可能になるでしょう。データやプロセスを統合することにより、

複雑さを低減し、革新的なデジタル文化を醸成することができ、メディカルニーズのよりよい理

解と解決につながります。」 

Veevaの創業者兼 CEOである Peter Gassnerは、次のようにコメントしています。

「Boehringer Ingelheim社と Veevaは、コマーシャル部門から始まり、10年以上にわたって

素晴らしいパートナーシップを築いてきました。両社のチームは、イノベーション、顧客中心主

義、長期的思考の精神を共有しています。この度、両社のパートナーシップが次の段階に入

ることをうれしく誇りに思います。」 

https://www.veeva.com/jp/products/clinical-data-management/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-ctms/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-etmf/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-study-startup/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-payments/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-registrations/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions-publishing/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions-archive/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions-archive/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-qms/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-qualitydocs/
https://www.veeva.com/products/veeva-site-connect/
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Veeva Development Cloud 担当シニアヴァイスプレジデントの Rik Van Molは、次のように

コメントしています。「Boehringer Ingelheim社は、古くからある課題を新たな方法を取り入れ

ながら解決することで、医療の未来を形作っています。信頼されるパートナーとして、業務プロ

セス全体を通じてデータとよりよいユーザーエクスペリエンスを提供することで、同社の従業員

を支援し、研究開発の前進に貢献できることを誇りに思います。」 

 

Veeva Development Cloud: https://www.veeva.com/jp/products/development-cloud/ 

Vault CDMS: https://www.veeva.com/jp/products/clinical-data-management/ 

Vault CTMS: https://www.veeva.com/jp/products/vault-ctms/ 

Vault eTMF: https://www.veeva.com/jp/products/vault-etmf/ 

Vault Study Start-up: https://www.veeva.com/jp/products/vault-study-startup/ 

Vault Payments: https://www.veeva.com/jp/products/vault-payments/ 

Vault Registrations: https://www.veeva.com/jp/products/vault-registrations/ 

Vault Submissions: https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions/ 

Vault Submissions Publishing: https://www.veeva.com/jp/products/vault-

submissions-publishing/ 

Vault Submissions Archive: https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions-

archive/ 

Vault QMS: https://www.veeva.com/jp/products/vault-qms/ 

Vault QualityDocs: https://www.veeva.com/jp/products/vault-qualitydocs/ 

Veeva Site Connect: https://www.veeva.com/products/veeva-site-connect/ 

 

【Boehringer Ingelheim社について】 

Boehringer Ingelheim社は、人と動物の生活を向上させる画期的な治療の開発に取り組ん

でいます。研究開発主導型の大手バイオ医薬品企業として、アンメットメディカルニーズの高

い分野において、イノベーションによる価値の創出に日々取り組んでいます。1885年の創立

以来、株式を公開しない独立した企業形態を維持し、長期的な視点をもって事業展開を行っ

ています。医療用医薬品、アニマルヘルス、およびバイオ医薬品受託製造の 3つの事業分野

において、約 52,000人の社員が世界 130 カ国以上の市場で業務を展開しています。 

Boehringer Ingelheim社の詳細は、www.boehringer-ingelheim.com をご覧ください。 

【Boehringer Ingelheim社から本プレスリリース読者へのお知らせ】 

本プレスリリースは、Boehringer Ingelheim社のドイツ・インゲルハイムの本社から発表される

ものであり、当社のグローバル事業に関する情報提供を目的としています。承認状況や承認

済み製品の用法・用量および適応症に関する情報は国によって異なることがあり、当社が事

業を展開している国ごとに、このトピックに関するプレスリリースが発表されている可能性がある

ことにご注意ください。 

https://www.veeva.com/jp/products/development-cloud/
https://www.veeva.com/jp/products/clinical-data-management/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-ctms/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-etmf/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-study-startup/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-payments/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-registrations/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions-publishing/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-submissions-archive/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-qms/
https://www.veeva.com/jp/products/vault-qualitydocs/
https://www.veeva.com/products/veeva-site-connect/
http://www.boehringer-ingelheim.com/
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【Veeva Systems社について】 

Veeva Systems社はライフサイエンス企業向けにクラウドベースのソフトウェアを提供するグロ

ーバルリーディングカンパニーです。世界最大規模の製薬企業からバイオテクノロジー分野の

新興企業まで、1,100社を超える顧客に技術革新への取り組みや卓越した製品力によって、

お客様の成功にコミットする様々なサービスを提供しています。パブリック・ベネフィット・コーポ

レーション企業として Veevaは、お客様や従業員、提携企業、株主、サービス提供業界を含

むすべてのステークホルダーの利益バランスを保つことにコミットします。詳しくは、

https://veeva.com/jp/をご覧ください。 

 

Forward-looking Statements 
This release contains forward-looking statements regarding Veeva’s Veeva’s products and 
services and the expected results or benefits from use of our products and services. Such 
statements are based on our current expectations. Actual results could differ materially 
from those provided in this release and we have no obligation to update such statements. 
There are numerous risks that have the potential to negatively impact our results, including 
the risks and uncertainties disclosed in our filing on Form 10-Q for the period ended 
October 31, 2021, which you can find here (a summary of risks which may impact our 
business can be found on page 39), and in our subsequent SEC filings, which you can 
access at sec.gov. 
 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

Veeva Japan 株式会社 

〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-19-19 恵比寿ビジネスタワー5階 

TEL：03-6721-9800  FAX：03-3449-7800  E-mail：japan.info@veeva.com 

https://veeva.com/jp/
https://www.sec.gov/ix?doc=/Archives/edgar/data/1393052/000139305221000040/veev-20211031.htm
http://sec.gov/
mailto:japan.info@veeva.com
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